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使用許諾契約書 

 

ブラザー工業株式会社 

 

重要 － 以下のソフトウェア使用許諾書を注意してお読みください。 

 
本使用許諾契約書 (以下「本契約書」といいます) は、ブラザー工業製モバイルプリンター製品「MPrint」

シリーズ用ソフトウェア開発ツールおよび開発資料 (以下「本ソフトウェア」といいます) に関して、あ

らかじめ弊社 WEB サイトに掲載の「MPrintSDK ユーザー登録フォーム」に真正な内容の必要事項を記入の

上、ブラザー工業に提出することによって本ソフトウェアを入手されたお客様 (個人または法人のいずれ

であるかを問いません。以下単に「お客様」といいます) と ブラザー工業株式会社(以下「ブラザー工業」

といいます) との間に締結される法的な契約書です。本ソフトウェアは、コンピューター ソフトウェア コ

ンポーネントならびにそれに関連した媒体、印刷物 (マニュアルなどの文書)、サンプルプログラム、およ

び「オンライン」または電子文書の全部もしくは一部を含みます。本ソフトウェアには、本契約書の修正

条項または追加条項が付属している場合があります。本ソフトウェアをインストール、複製、または使用

することによって、お客様は本契約書の条項に拘束されることに同意されたものとします。同意されない

場合、ブラザー工業は、お客様に本ソフトウェアのインストール、使用または複製のいずれも許諾できま

せん。 

 
登録について 

この契約はブラザー工業に対しあらかじめ上記方法にてユーザー登録を行うことによって本ソフトウェア

を入手されたお客様に対してのみ成立するものであり、ブラザー工業は、それ以外の第三者（上記以外の

方法で本ソフトウェアを入手された第三者を含む）については、お客様が本契約第２項 c.に 

基づいて再使用許諾するエンドユーザーを除き、本ソフトウェアの使用を一切許諾致しません。 

なお、登録内容に変更がある場合、お客様は速やかにブラザー工業に連絡するものとします。 

ブラザー工業はお客様に登録して頂いた情報を社内およびその関連会社での管理、新製品開発のための資

料、及びお客様との連絡以外の目的には使用しないことに同意致します。 

 

１．権利の帰属 
(a) 本ソフトウェアに関する一切の著作権その他の知的財産権は、ブラザー工業が留保致します。 

(b) ブラザー工業は、本契約に明示されない事項については、本ソフトウェアについて何らお客様に権利

を許諾致しません。 

 

２．ライセンスの許諾 
 お客様が本契約書のすべての条項および条件を厳守する限り、ブラザー工業はお客様に対し以下の権利

を非独占的に許諾します。 

 

a．インストールおよび使用 

 お客様は、お客様の事業所 1ヶ所内で MPrintプリンターに出力する目的にのみ、本ソフトウェアのコピ

ーを１台若しくは複数台のコンピューターにインストール若しくは蓄積して使用することができます。か

かるコンピューターにはネットワークサーバーも含まれますが、当該事業所外からダウンロード可能な場

所にインストール若しくは蓄積することはできません。 

 

ｂ．アプリケーションの開発；再頒布の権利 

  お客様は、MPrintプリンターに出力する機能を有するお客様のアプリケーション製品（以下、開発アプ

リ製品といいます）において、かかる出力機能を設計、開発、テストするために本ソフトウェアを使用す

ることができます。お客様は、以下の条項を厳守する限り、本ソフトウェアの一部を複製および頒布する

無償の権利を許諾されます。 

 

ｃ．エンドユーザーに再使用許諾する権利 

 お客様は、本第２項ｄ号(c)乃至(i)を遵守することを条件として、お客様が本契約に基づき頒布する開

発アプリ製品のエンドユーザーに対し、当該開発アプリ製品に組み込まれた本ソフトウェアの一部を、開

発アプリ製品を使用するために必要最低限の範囲で、使用することを再許諾する権利を許諾致します。 
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ｄ．再頒布の条件 

(a) お客様は、開発アプリ製品が MPrintプリンターに出力する機能を実現する（以下、頒布目的とい

います）ために、本ソフトウェアのうち、  [Redist.txt]ファイルに一覧表示されたもの（以下、

再頒布対象モジュール I といいます）を、ファイル、データに一切の変更なく、ブラザー工業か

ら提供されたオリジナルの状態に限り、開発アプリ製品に組み込んで再頒布することができます。 

(b) お客様は、前(a)号に加え、本ソフトウェアのうち、 [Redist2.txt]ファイルに一覧表示されたも

の（以下、再頒布対象モジュール IIといいます）を、自由に改変し、頒布目的のために開発アプ

リ製品に組み込んで再頒布することができます。 

(c) お客様は、再頒布対象モジュール I及び再頒布対象モジュール II（以下これらを総称して再頒布

対象モジュールといいます）以外の本ソフトウェアの全部若しくは一部を再頒布することはでき

ません。 

(d) お客様は、再頒布対象モジュールを開発アプリ製品に組み込まずに頒布することはできません。 

(e) お客様は、再頒布対象モジュール II以外の本件ソフトウェア（再頒布対象モジュール Iを含みま

す）を改変することはできません。 

(f) お客様は、開発アプリ製品の販売にあたり、ブラザー工業の書面による事前の承諾なくして、ブ

ラザー工業に権利が帰属するロゴまたは商標（「ブラザー」・「brother」等）を使用することはで

きません。 

(g) お客様は、再頒布対象モジュールを組み込んだ開発アプリ製品の動作画面、マニュアルその他関

連資料中に、本ソフトウェアに含まれているすべての著作権表示をオリジナルに忠実な形態で表

示しなければなりません。 

(h) お客様は、再頒布対象モジュールを組み込んだ開発アプリ製品に本契約書のコピーを添付しなけ

ればなりません。 

(i) お客様は、開発アプリ製品のエンドユーザーに対し、当該開発アプリ製品に関するエンドユーザ

ーライセンス契約等により、本ソフトウェアの再頒布を明示的に禁止しなければなりません。 

 

３．追加のソフトウェア 
  本契約は、ブラザー工業が提供する本ソフトウェア・オリジナルのアップデートまたは追加製品に適用

されます。但し、かかるアップデートまたは追加製品に別条項が適用される場合はこの限りではありませ

ん。 

 

４．レンタル等の禁止 
  お客様は本ソフトウェアをレンタル、リース、貸与または譲渡することはできません。 

 

５．リバースエンジニアリング、逆コンパイル、逆アセンブルの制限 
 お客様は、本ソフトウェアをリバースエンジニアリング、逆コンパイル、逆アセンブル、またはその他

の方法で読み取り可能な形に変えたり、変更を加えたりすることはできません。但し再頒布対象モジュー

ル IIに関してはこの限りではありません。 

 

６．契約の終了 
 以下に該当する場合、ブラザー工業は、他の権利を害することなく本契約を終了することができます。

そのような場合、お客様は本ソフトウェアおよびその複製物またはその構成部分を全て回収、破棄しなけ

ればなりません。 

(a) お客様が本契約書の条項および条件に違反した場合。 

(b) お客様よりブラザー工業に登録データの削除要求があった場合。 

(c) お客様による登録内容に事実との不一致があった場合。 

(d) その他両当事者間の合意による終了またはブラザー工業の判断により本契約を終了する旨の通知があ

った場合。 

 

７．データの使用に関する承諾 
  お客様は、ブラザー工業およびその関連会社が、本ソフトウェアに関連したサポートサービスの一部と

して、お客様から提供された技術情報を収集して使用することを承諾するものとします。ただし、ブラザ

ー工業はお客様を特定することとなるような方法でその技術情報を利用しないものとします。 
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８．輸出規制 
  お客様は、本ソフトウェア (その一部も含む)を、日本国外に輸出または再輸出しないことに同意するも

のとします。 

 

９．サポート 
(a) 本ソフトウェアについて  本ソフトウェアに関するサポート（本ソフトウェアの機能・利用方法に関

する問い合わせ、及び、本ソフトウェアを用いたプログラミングに関する問い合わせへの対応を含み

ます。以下本項において同じ）は、ブラザー工業が自らの任意で行います。本ソフトウェアに関し、

ブラザー工業はお客様に対し、何らサポートの責任を負いません。 

(b) 開発アプリ製品について  お客様は、開発アプリ製品のエンドユーザーに対し、その開発アプリ製品

（これに組み込まれた再頒布対象モジュールを含みます）に関わる一切のサポートを行うものとし、

ブラザー工業はお客様が作成した開発アプリ製品及びこれに組み込まれた再頒布対象モジュールに関

し、エンドユーザーに対して何らサポートする責任を負いません。 

 

１０．無保証 
  ブラザー工業は、本ソフトウェアおよびサポートサービス（該当する場合）を現状有姿のまま瑕疵を問

わない条件で提供しています。そのため、本ソフトウェアの機能・品質についてブラザー工業はお客様に

対し何らの保証も致しません。（本ソフトウェア若しくは開発アプリ製品が市販に耐え得る商品たり得る

ことや特定の目的に合致することも保証しません。また、本ソフトウェアの使用によりお客様のシステム・

データが失われないことや使用結果が的確であることも保証しません。）さらに、本ソフトウェアの使用が

第三者の特許権・実用新案権・意匠権・回路配置利用に関する権利を侵害しないことも保証致しません。 

 

１１．損害に関する免責 
(a) 本ソフトウェアについて  ブラザー工業は、本ソフトウェアの使用もしくは使用不能またはサポート

サービスの利用に関連して生じるもしくはその結果として生ずる特別損害、付随的損害、間接損害、

派生的損害、懲罰的損害またはその他の一切の損害 (逸失利益、情報の喪失、事業の中断、人身障害、

誠実または合理的な注意義務を含めた義務の不履行、過失、またはその他の金銭的もしくはその他の

損失を含みますがこれらに限定されません) に関して一切責任を負いません。 

(b) 開発アプリ製品について  お客様は、開発アプリ製品（これに組み込まれた再頒布対象モジュールも

含みます）の使用または頒布により生じるまたはその結果として生ずる紛争または訴訟(弁護士費用も

含みます)について、ブラザー工業を免責、補償および防御するものとします。 

 

１２．ダウンロードサイト移転・削除 
  本ソフトウェアが Web ページにより頒布される場合、ブラザー工業はその判断によりいつでも、本ソフ

トウェアのダウンロードを削除する権利およびダウンロード用 Web ページを変更、移動、または削除する

権利を留保します。 

 

１３．準拠法 
  本契約は、日本国法に準拠するものとします。 
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はじめに 

 

本資料は、お客様が直接モバイルプリンターを制御される場合に必要な情報を提供するも

のです｡ 

本資料の使用は、お客様の責任においてこれを行っていただくものとし、本資料に基づき、

お客様が作成されたプログラムによって発生するいかなるトラブル（ソフトウェア及びデ

ータ、モバイルプリンターを含む機器、及び、それらから直接または間接に発生するあら

ゆるトラブル）も保証いたしかねます。また、本資料は現状有姿のまま提供しています。

本資料の使用は、お客様の責任においてこれを行って頂くものとし、本資料に基づき、お

客様が作成されたプログラムによって発生するいかなるトラブル（ソフトウェア及びデー

タ、モバイルプリンターを含む機器、及び、それらから直接または間接に発生するあらゆ

るトラブル）も、一切責任を負いません。その点をご承知の上で、本資料を参照してくだ

さい。 

本資料の一部または全部の無断転載を禁止いたします。また、本資料を訴訟、係争などで

弊社が不利になる証拠として使用できません。 

 

本ＥＳＣ/Ｐコマンドは、弊社で独自にアレンジしたものになっています。 
 

本書対応モデル 

本書で紹介する ESC/P コマンドは以下のモデルに対応しています。 
・MW-170 

・MW-270 

 

本書の内容は万全を期して作成いたしましたが、万一不審な点や誤りなどお気づきの点が

ありましたらご連絡ください。本書の内容は将来予告なしに変更することがあります。 



 6 

BarStar Pro Encode Library (PDF417, DataMatrix) Copyright(C) 2007 AINIX Corporation. 

All rights reserved. 

 

QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 

QRコード生成プログラム Copyright(C) 2008 DENSO WAVE INCORPORATED 

 

ESC/Pはセイコーエプソン株式会社の登録商標です。 
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注意 
 
Bluetooth で接続する場合、ポートをオープンした直後は、プリンターの準備が整っていな

いことがあります。 
印刷データを送る場合、ポートオープン後に 500msec 以上待ってから、データを送り始め

てください。 

また、複数ページの印刷をする場合などで、ポートのクローズとオープンが連続して行な

われる場合には、ポートをクローズした後に 500msec 以上待って次のポートオープンを 
行ってください。 
1ページ分の印刷データを送信後印刷が完了するまでBluetoothポートは閉じないでくださ

い。印刷完了後、プリンターから 32 バイトの返信がありますのでホスト側で受信した後、

ポートをクローズしてください。 
ホスト側が送信したコマンドに対してプリンターから返信がある場合は、プリンターから

の返信を受信してから Bluetooth ポートをクローズしてください。プリンターからの返信

を受信しないで Bluetooth ポートをクローズすると通信エラーになる場合があります。 
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制御コード一覧 

 

 

文字／スタイル選択 
ＥＳＣ Ｒ １Ｂ ５２ 国際文字セットの指定 

ＥＳＣ ｑ １Ｂ ７１ 文字スタイル選択 

ＥＳＣ ｋ １Ｂ ６Ｂ 英数カナ書体選択 

 

 

テキスト印字 
ＥＳＣ ４ １Ｂ ３４ イタリック文字の指定 

ＥＳＣ ５ １Ｂ ３５ イタリック文字の解除 

ＥＳＣ Ｅ １Ｂ ４５ 強調指定 
ＥＳＣ Ｆ １Ｂ ４６ 強調解除 

ＥＳＣ Ｇ １Ｂ  ４７ 二重印字指定 

ＥＳＣ Ｈ １Ｂ ４８ 二重印字解除 

ＥＳＣ Ｐ １Ｂ ５０ パイカ・ピッチ指定（１０ｃｐｉ） 

ＥＳＣ Ｍ １Ｂ ４Ｄ エリート・ピッチ指定（１２ｃｐｉ） 

ＥＳＣ ｇ １Ｂ ６７ ミクロン・ピッチ指定 

ＥＳＣ ｐ １Ｂ ７０ プロポーショナル文字の選択 

ＥＳＣ Ｗ １Ｂ ５７ 倍幅拡大文字の選択 

ＳＯ ０Ｅ 自動解除つき拡大指定 
ＥＳＣ ＳＯ １Ｂ ０Ｅ 自動解除つき拡大指定 

ＳＩ ０Ｆ 縮小の指定 

ＥＳＣ ＳＩ １Ｂ ０Ｆ 縮小の指定 

ＤＣ２ １２ 縮小の解除 

ＤＣ４ １４ 自動解除つき倍幅拡大の解除 

ＥＳＣ － １Ｂ ２Ｄ アンダ－ライン指定／解除 

ＥＳＣ ！ １Ｂ ２１ 一括指定 

ＥＳＣ ＳＰ １Ｂ ２０ ＡＮＫ文字のスペース量設定 

ＥＳＣ Ｘ １Ｂ ５８ 英数カナ文字サイズ指定 

 

 
改行 
ＥＳＣ ０ １Ｂ ３０ １／８インチ改行 
ＥＳＣ ２ １Ｂ ３２ １／６インチ改行 

ＥＳＣ ３ １Ｂ ３３ 最小単位の改行量設定 

ＥＳＣ Ａ １Ｂ ４１ ｎ／６０インチ改行量設定 
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水平方向移動 
ＥＳＣ ｌ １Ｂ ６Ｃ 左マージン設定 

ＥＳＣ Ｑ １Ｂ ５１ 右マージン設定 

ＣＲ ０Ｄ 印字復帰 

ＥＳＣ Ｄ １Ｂ ４４ 水平タブ位置設定 

ＨＴ ０９ 水平タブの実行 

ＥＳＣ ＄ １Ｂ ２４ 絶対水平位置指定 

ＥＳＣ ￥ １Ｂ ５Ｃ 相対水平位置指定 

ＥＳＣ ａ １Ｂ ６１ 位置揃えの設定 

 

 

垂直方向移動 
ＬＦ ０Ａ 改行 

ＦＦ ０Ｃ 改ページ 
ＥＳＣ Ｊ １Ｂ ４Ａ 順方向紙送り 

ＥＳＣ Ｂ １Ｂ ４２ 垂直タブ位置設定 

ＶＴ ０Ｂ 垂直タブの実行 

ＥＳＣ （ Ｖ １Ｂ ２８ ５６ 絶対垂直位置指定 

ＥＳＣ （ ｖ １Ｂ ２８ ７６ 相対垂直位置指定 

 

 

用紙書式 
ＥＳＣ （ ｃ １Ｂ ２８ ６３ ページフォーマット設定 

 

 

プリンター制御 
ＥＳＣ ＠ １Ｂ ４０ 初期化 

 

 

グラフィックコマンド 
ＥＳＣ ＊ １Ｂ ２Ａ ビットイメージ選択 

ＥＳＣ Ｋ １Ｂ ４Ｂ ８ドット単密度ビットイメージ 

ＥＳＣ Ｌ １Ｂ ４Ｃ ８ドット倍密度ビットイメージ 

ＥＳＣ Ｙ １Ｂ ５９ ８ドット倍速倍密度ビットイメージ 

ＥＳＣ Ｚ １Ｂ ５Ａ ８ドット４倍密度ビットイメージ 
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漢字コマンド 
ＦＳ ＆ １Ｃ ２６ 漢字モード指定 

ＦＳ ． １Ｃ ２Ｅ 漢字モード解除 

ＦＳ Ｄ １Ｃ ４４ 半角文字縦書き２文字印字 

ＦＳ Ｊ １Ｃ ４Ａ 縦書き指定 

ＦＳ Ｋ １Ｃ ４Ｂ 横書き指定 

ＦＳ Ｓ １Ｃ ５３ 全角文字のスペース量設定 

ＦＳ Ｔ １Ｃ ５４ 半角文字のスペース量設定 

ＦＳ Ｕ １Ｃ ５５ 半角文字間スペース補正 

ＦＳ Ｖ １Ｃ ５６ 半角文字間スペース補正の解除 

ＦＳ Ｗ １Ｃ ５７ ４倍角文字選択 

ＦＳ Ｙ １Ｃ ５９ 漢字サイズ指定 

ＦＳ ｒ １Ｃ ７２ １／４角文字指定 

ＦＳ － １Ｃ ２Ｄ 漢字アンダーライン設定 

ＦＳ ！ １Ｃ ２１ 漢字印字モードの設定 

ＦＳ ＳＩ １Ｃ ０Ｆ 半角文字指定 

ＦＳ ＤＣ２ １Ｃ １２ 半角文字解除 

ＦＳ ＳＯ １Ｃ ０Ｅ 自動解除付き倍角文字指定 

ＦＳ ＤＣ４ １Ｃ １４ 自動解除付き倍角文字の解除 

 

 

拡張コマンド 
ＥＳＣ ｉ Ｂ １Ｂ ６９ ４２ バーコード 

ＥＳＣ ｉ Ｑ １Ｂ ６９ ５１ ２次元バーコード ＱＲコード 

ＥＳＣ ｉ Ｖ １Ｂ ６９ ５６ ２次元バーコード ＰＤＦ４１７ 

ＥＳＣ ｉ Ｄ １Ｂ ６９ ４４ ２次元バーコード データマトリックス 

ＥＳＣ ｉ Ｆ １Ｂ ６９ ４６ ダウンロードデータプリント 

ＥＳＣ ｉ ａ １Ｂ ６９ ６１ コマンドモード切替 

ＥＳＣ ｉ Ｓ １Ｂ ６９ ５３ プリンターステータス要求 

ＥＳＣ ｉ Ｌ １Ｂ ６９ ４Ｃ ランドスケープ設定 
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文書作成の流れ 

 
文書作成の大まかな流れを説明します｡ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ コマンドモード切替（ＥＳＣ ｉ ａ） 

Ｂ 書式設定 
１．初期化（ＥＳＣ ＠） 
２．ランドスケープ設定（ＥＳＣ ｉ Ｌ） 
３．印字領域設定 
   ページフォーマット設定（ＥＳＣ （ ｃ） 
   左右マージン（ＥＳＣ ｌ、ＥＳＣ Ｑ） 
４．改行量設定（ＥＳＣ ０、ＥＳＣ ２、ＥＳＣ ３、ＥＳＣ Ａ） 
５．タブ設定 
   水平タブ位置設定（ＥＳＣ Ｄ） 
   垂直タブ位置設定（ＥＳＣ Ｂ） 

 ランドスケープ設定は、テキストやプ

リントバッファーのクリアを伴います。 

テキストを入力する前に実行するように

してください。 

 

Ｃ 印字動作 
１．印字位置指定 
   垂直位置指定（ＥＳＣ （ ｖ、ＥＳＣ （ Ｖ、ＶＴ、ＥＳＣ Ｊ） 
   水平位置指定（ＥＳＣ ＄、ＥＳＣ ￥、ＨＴ、ＥＳＣ ａ） 
２．印字データ（１行分）転送 
   必要に応じてテキスト処理コード（Ｄ 参照）、 
   ビットイメージ、バーコード、ダウンロードデータ（Ｅ 参照） 
   を転送します｡ 
３．行終了、紙送り（ＣＲ、ＬＦ） 
４．上記１～３の繰返し 
５．ページ終了、改ページ（ＦＦ） 
６．プリンターからの印刷終了ステータス待ち 
７．上記１～６の繰返し 
８．文書終了 
※必ずコマンドモードをラスターモードに戻しておく。 
 コマンドモード切替（ＥＳＣ ｉ ａ）  
 
 

１枚印刷する毎にエラーを検知するため

に、各ページの改ページコード送信後、

プリンターからの印刷終了ステータスを

待つように処理を行って頂くことを推奨

とする。 
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Ｄ テキスト処理 
１．ＡＮＫ用 文字セットの指定 
   書体選択（ＥＳＣ ｋ） 

国際文字選択（ＥＳＣ Ｒ） 
   文字サイズ指定（ＥＳＣ Ｘ） 

文字間隔（ＥＳＣ Ｐ、ＥＳＣ Ｍ、ＥＳＣ ｇ、ＥＳＣ ＳＰ） 
２．ＡＮＫ用 文字装飾（ＥＳＣ ４、ＥＳＣ ５、ＥＳＣ Ｅ、ＥＳＣ Ｆ、ＥＳＣ Ｇ、 
       ＥＳＣ Ｈ、ＥＳＣ Ｗ、ＳＯ、ＥＳＣ ＳＯ、ＳＩ、ＥＳＣ ＳＩ、 
       ＤＣ２、ＤＣ４、ＥＳＣ －、ＥＳＣ ！） 
３．ＡＮＫコード 
 
４．ＡＮＫモード／漢字モードの選択（ＦＳ ＆、ＦＳ ．） 
５．漢字用 文字セットの指定 

 文字サイズ指定（ＦＳ Ｙ） 
 文字間隔（ＦＳ Ｓ、ＦＳ Ｔ、ＦＳ Ｕ、ＦＳ Ｖ） 

６．漢字用 文字装飾（ＦＳ Ｄ、ＦＳ Ｊ、ＦＳ Ｋ、ＦＳ Ｗ、ＦＳ ｒ、 

  ＦＳ －、ＦＳ ！、ＦＳ ＳＩ、ＦＳ ＤＣ２、 

  ＦＳ ＳＯ、ＦＳ ＤＣ４） 

７．漢字コード 

 
※上記１～７は、必要に応じて前後させて繰返し送ります｡ 

Ｅ ビットイメージ（ＥＳＣ ＊、ＥＳＣ Ｋ、ＥＳＣ Ｌ、ＥＳＣ Ｙ、ＥＳＣ Ｚ） 
 
  バーコード（ＥＳＣ ｉ Ｂ） 
 
  ダウンロードデータ（ＥＳＣ ｉ Ｆ） 
      ダウンロードデータでは、予め本体にイメージデータをダウンロードして 
     保存しておくことが必要です｡ 
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印刷フロー例 

 

 
 

ホスト 
MPrint 

プリンターステータス要求 

1 ページ印刷の 
終了処理 

２ページ目の印刷

データ送信 
印刷データ 

プリンターステータス 

（プリンターステータス要求の返答） 

MPrint の状態

（メディアなど）

を調査し返信 

MPrint の状態（メディ

アなど）に問題がなけ

ればデータ送信。 

あればエラー表示。 
印刷データ 

印刷開始 

1 ページの印刷 
完了 

プリンターステータス 
（印刷完了ステータス）※ 
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文字について 

使用する文字コードの違いにより ANK モードと漢字モードがあります。 
 

ANK モード 1 バイトの文字コードを使用します。 

1 書体、3 サイズ（16 ドット系、24 ドット系、32 ドット系）のビットマップフォ

ントとアウトラインフォントがあります。 

漢字モード* 2 バイトの文字コードを使用します。 

縦横 32 ドット×32 ドット、24 ドット×24 ドット、16 ドット×16 ドットの 3 種

類のビットマップフォントとアウトラインフォントがあります。 

*1 名称は「漢字モード」ですが、漢字だけでなく ANK（アルファベット・数字・カナ）も ANK 

モードとは異なるコードで含んでいます。 

*2 漢字モードでの文字コードは、第２水準までの JIS とシフト JIS コード、異体字が使

用できます。 
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プリンターステータス 

 
プリンターステータスは３２バイトで構成される。 

 
序数 ｵﾌｾｯﾄ ｻｲｽﾞ 名称 値/参照 

1 0 1 ヘッドマーク 80 Hex 固定 
2 1 1 サイズ 20 Hex 固定 
3 2 1 「ブラザー」コード ‘B’ Char（42 Hex）固定 
4 3 1 シリーズコード ‘2’ Char（32 Hex）固定 
5 4 1 機種コード 下記参照 
6 5 1 国別コード ‘0’ Char（30 Hex）固定 
7 6 1 本体情報 00 Hex 固定 
8 7 1 電池エラー 下記参照 
9 8 1 エラー情報１ 下記参照 

10 9 1 エラー情報２ 下記参照 
11 10 1 メディア幅 下記参照 
12 11 1 メディア種類 下記参照 
13 12 1 色数 00 Hex 固定 
14 13 1 フォント 00 Hex 固定 
15 14 1 日本語フォント 00 Hex 固定 
16 15 1 モード 01 Hex 固定 
17 16 1 濃度 00 Hex 固定 
18 17 1 メディア長 下記参照 
19 18 1 ステータス種類 下記参照 
20 19 1 フェーズ種類 00 Hex 固定 
21 20 1 フェーズ番号上位バイト 00 Hex 固定 
22 21 1 フェーズ番号下位バイト 00 Hex 固定 
23 22 1 通知番号 未使用 
24 23 1 拡張部バイト数 00 Hex 固定 
25 24 8 予約 00 Hex 固定 
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機種コード 
モデル 値 

MW-170 ‘8’ Char（38 Hex） 
MW-270 ‘9’ Char（39 Hex） 

 
電池エラー 

意味 値 
電池エラーがある 1F Hex 
電池エラーがない 00 Hex 

 
エラー情報１ 

フラグ マスク 意味 
Bit 0 0x01 印刷動作で紙カセット無し 
Bit 1 0x02 未使用 
Bit 2 0x04 ペーパージャム 
Bit 3 0x08 バッテリーエンプティ 
Bit 4 0x10 未使用 
Bit 5 0x20 未使用 
Bit 6 0x40 未使用 
Bit 7 0x80 未使用 

 
 

エラー情報２ 
フラグ マスク 意味 

Bit 0 0x01 印字中の紙カセット交換 
Bit 1 0x02 展開バッファーフル 
Bit 2 0x04 通信エラー 
Bit 3 0x08 未使用 
Bit 4 0x10 未使用 
Bit 5 0x20 高温エラー 
Bit 6 0x40 フィードエラーまたは用紙切れ 
Bit 7 0x80 システムエラー 

 
メディア幅、メディア長 
メディアの幅と長さを mm 単位で記述します。 
0～255 (FF Hex)。 
MW-170 では、幅 74、長さ 105 とします。 
MW-270 では、幅 105、長さ 148 とします。 
紙カセットがない場合、メディア幅 0、長さ 0 になります。 
紙カセットがあって用紙がない場合にはメディア幅 0、長さ 0 になります。 
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メディア種類 

 
MW-170 の場合 

メディア種類 値 備考 
なし（紙カセットなし） 00 Hex 紙カセットなし 
「感熱紙」 01 Hex  
予約 02 Hex 予備１ 
「ラベル」 03 Hex  
「複写紙（２枚）」 08 Hex  
予約 09 Hex 予備２ 
予約 0A Hex 予備３ 
紙カセット方向違い 0F Hex  

メディア「ラベル」は既に販売を終了しています。 
 

MW-270 の場合 
メディア種類 値 備考 

なし（紙カセットなし） 00 Hex 紙カセットなし 
「感熱紙」 11 Hex  
予約 12 Hex 予備 
「切取用紙」 13 Hex  
予約 14 Hex 予備 
「複写紙（２枚）」 15 Hex  
予約 16 Hex 予備 
紙カセット方向違い 0F Hex  

 
 

ステータス種類 
ステータス種類 値 

ステータスリクエストへの返信 00 Hex 
印刷終了 01 Hex 
エラー発生 02 Hex 
（未使用） 03 Hex ～ FF Hex 
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エラー発生フロー 

エラー発生時の動作について 
エラーが発生した場合、プリンターはエラー情報をホスト端末に返す。ただし、

この時、端末側がエラー情報を受信したかどうかは確認しない。接続のタイミング

によっては、異常がない時に以前のエラー情報を受信することがあるため、

Bluetooth 接続時に一度プリンターに溜まったステータス情報を読み捨てて、イニシ

ャライズを行うことを推奨する。 
印刷途中でエラーが発生した場合、プリンター内部に印刷データを残さない。そ

のため、複数ページを印刷する際には、続きから印刷するかどうかは、ホスト側で

管理する事が必要となる。 
 
ａ．「印刷動作で紙カセット無し」エラー 

改ページ FF を受信したとき、紙カセットがセットされていないことを検出した

ら、「印刷動作で紙カセット無し」エラーとし、エラーステータス（エラー情報１の

ビット 0 をセット）をホストに送信する。 
紙カセットを入れると、エラーから復帰する。 
 

ｂ．「ペーパージャム」エラー 
印刷動作中に「ペーパージャム」を検出したら、「ペーパージャム」エラーとし、

エラーステータス（エラー情報１のビット 2 をセット）をホストに送信する。 
用紙を取り除くと、エラーから復帰する。 
 

ｃ．「バッテリーエンプティ」エラー 
「バッテリーエンプティ」を検出したら、「バッテリーエンプティ」エラーとし、

エラーステータス（エラー情報１のビット 3 をセット）をホストに送信し、直ちに

動作を停止し、数秒後に電源を切る。 
 

ｄ．「印字中の紙カセット交換」エラー 
「印字中の紙カセット交換」を検出したら、「印字中の紙カセット交換」エラー

とし、エラーステータス（エラー情報２のビット０をセット）をホストに送信する。 
紙カセットを入れなおすと、エラーから復帰する。 

 
e．「プログラム（展開バッファーフル）」エラー 

イメージ作成に失敗した時に、エラーステータス（エラー情報２のビット１をセ

ット）をホストに送信する。通常の動作では発生しない。 
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f．「通信エラー」 

「通信エラー」を検出したら、「通信エラー」エラーとし、エラーステータス（エ

ラー情報２のビット２をセット）をホストに送信する。 
数秒後にエラーから復帰する。「通信エラー」は、プリンターとホスト端末の通

信が成立した上で発生する通信のエラーであり、その下位レベル（Bluetooth の通

信など）で通信に失敗している場合は、このエラーにはならない。それぞれ端末ご

とに、通信失敗時の処理方法が異なるので、端末の供給元に確認ください。よって、

この「通信エラー」は、受信データがある時間途切れた時にまれに発生する。 
 

g．「高温」エラー 

・改ページ FF を受信したとき、高温状態を検知したら、「高温エラー」エラーと

し、エラーステータス（エラー情報２のビット５をセット）をホストへ送信する。 
・印刷中に高温状態を検知したら、「高温エラー」エラーとし、エラーステータス

（エラー情報２のビット５をセット）をホストへ送信する。 
温度が下がるとエラーから復帰する。 

 
h．「フィード」エラーまたは「用紙切れ」 

「用紙切れ」を検出したら、「用紙切れ」エラーとし、エラーステータス（エラ

ー情報２のビット 6 をセット）をホストに送信する。 
用紙送りで用紙先端を検出しなかったら、「フィード」エラーとし、エラーステ

ータス（エラー情報２のビット 6 をセット）をホストに送信する。 
用紙の入った紙カセットを入れると、エラーから復帰する。 
MW-170、MW-270 で用紙の有無を検出する場合は、メディアサイズ（用紙がな

い場合は、幅、長さともに”0”）で確認できる。「フィード」エラーまたは「用紙切

れ」は、用紙送りローラーを回転させた結果で判定するため、フィード（用紙送り）

の失敗か、それとも用紙切れによるものかは、判断できない。 
 

i．「システムエラー」エラー 
「システムエラー」を検出したら、「システムエラー」エラーとし、エラーステ

ータス（エラー情報２のビット 7 をセット）をホストに送信する。 
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制御コマンド詳細 

 
 
文字／スタイル選択コマンド 

 
ESC R 国際文字セットの設定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ Ｒ  ｎ 
【１０進】  ２７ ８２ ｎ 
【１６進】  １Ｂ ５２ ｎ 
【パラメーター】     ０≦ｎ≦１３、６４ 
【解説】 
・各国別の文字セットを選択します。 
 
 
ESC q 文字スタイル選択 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ   ｑ ｎ 
【１０進】  ２７ １１３ ｎ 
【１６進】  １Ｂ  ７１ ｎ 
【パラメーター】  ０≦ｎ≦３ 
【解説】 
・文字スタイルを選択します。 

ｎ＝０：解除（通常文字） 
ｎ＝１：袋文字 
ｎ＝２：影付き文字 
ｎ＝３：影付き袋文字 
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ESC ｋ 書体選択 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ ｋ   ｎ 
【１０進】  ２７ １０７ ｎ 
【１６進】  １Ｂ ６Ｂ  ｎ 
【パラメーター】  ｎ =  ０、８ 
【解説】 
・書体を選択する。 
  ビットマップフォント 

ｎ＝０ ゴシック 
           

  アウトラインフォント 
ｎ＝８  ゴシック 

 
・初期値は、ｎ＝０  
・選択書体をビットマップフォントからアウトラインフォントへ変更すると、 
文字サイズが初期値（４２ドット）となる 

・選択書体をアウトラインフォントからビットマップフォントへ変更すると、 
 文字サイズが初期値（３２ドット）となる  ※ MW-270 で有効 
・選択書体をアウトラインフォントからビットマップフォントへ変更すると、 
 文字サイズが初期値（２４ドット）となる  ※ MW-170 で有効 
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テキスト印字コマンド 

 
ESC 4 イタリック文字の指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ ４ 
【１０進】  ２７ ５２ 
【１６進】  １Ｂ ３４ 
【パラメーター】  なし 
【解説】 
・イタリック文字を指定します。 
 
ESC 5 イタリック文字の解除 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ ５ 
【１０進】  ２７ ５３ 
【１６進】  １Ｂ ３５ 
【パラメーター】  なし 
【解説】 
・イタリック文字を解除します。 
 
 
ESC E 強調指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  Ｅ 
【１０進】  ２７ ６９ 
【１６進】  １Ｂ ４５ 
【パラメーター】  なし 
【解説】 
・以降の印字データを強調で印字します。 
 
 
ESC F 強調解除 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  Ｆ 
【１０進】  ２７ ７０ 
【１６進】  １Ｂ ４６ 
【パラメーター】  なし 
【解説】 
・以降の印字データの強調を解除します。 
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ESC G 二重印字指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ Ｇ 
【１０進】  ２７ ７１ 
【１６進】  １Ｂ ４７ 
【パラメーター】  なし 
【解説】 
・二重印字指定を設定します。 
 
 
ESC H 二重印字解除 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  Ｈ 
【１０進】  ２７ ７２ 
【１６進】  １Ｂ ４８ 
【パラメーター】  なし 
【解説】 
・二重印字指定を解除します。 
 
 
ESC P パイカ・ピッチ指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ Ｐ 
【１０進】  ２７ ８０ 
【１６進】  １Ｂ ５０ 
【パラメーター】  なし 
【解説】 
・以後のデータ（ＡＮＫ文字）をパイカ・ピッチ（１０文字／インチ）で印字します。 
 
 
ESC M エリート・ピッチ指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ Ｍ 
【１０進】  ２７ ７７ 
【１６進】  １Ｂ ４Ｄ 
【パラメーター】  なし 
【解説】 
・以後のデータ（ＡＮＫ文字）をエリート・ピッチ（１２文字／インチ）で印字します。 
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ESC g ミクロン・ピッチの指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ ｇ 
【１０進】  ２７ １０３ 
【１６進】  １Ｂ ６７ 
【パラメーター】  なし 
【解説】 
・以後のデータ（ＡＮＫ文字）を１３．６４ｃｐｉ（１３．６４文字／インチ）で印字し

ます。 
 
 
ESC p プロポーショナル文字の選択 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ ｐ   ｎ 
【１０進】  ２７ １１２ ｎ 
【１６進】  １Ｂ ７０  ｎ 
【パラメーター】  ｎ＝０、１、“０”、“１” 
【解説】 
・プロポーショナル文字の選択を行います。 
・ｎ＝１、“１”でプロポーショナル文字の指定を行います。 
・ｎ＝０、“０”でプロポーショナル文字の解除を行います。 
 
 
ESC W 倍幅拡大文字の選択 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ Ｗ  ｎ 
【１０進】  ２７  ８７ ｎ 
【１６進】  １Ｂ  ５７ ｎ 
【パラメーター】  ｎ＝０、１ または ４８、４９ 
【解説】 
・倍幅拡大を指定します。 
・ｎ＝１または４９("1")のとき倍幅拡大を指定します。 

・ｎ＝０たはは４８("0")のとき倍幅拡大を解除します。 
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SO 自動解除付き拡大指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＳＯ 
【１０進】  １４ 
【１６進】  ０Ｅ 
【パラメーター】  なし 
【解説】 
・以後のデータを倍幅拡大文字で印字します。 
・このモードは、ＤＣ４，ＬＦ、ＶＴ、ＦＦまたは自動改行によって解除されます。 
・このモードは、CR、ＥＳＣ ＄、ＥＳＣ ￥、ＥＳＣ（ Ｖ、ＥＳＣ（ ｖによって解除さ

れる。 
 
ESC SO 自動解除付き拡大指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ ＳＯ 
【１０進】  ２７  １４ 
【１６進】  １Ｂ  ０Ｅ 
【パラメーター】  なし 
【解説】 
・ＳＯに同じです。 
 
SI 縮小の指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＳＩ 
【１０進】  １５ 
【１６進】  ０Ｆ 
【パラメーター】  なし 
【解説】 
・以後のデータを半角で印字します。 
 
ESC SI 縮小の指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ ＳＩ 
【１０進】  ２７  １５ 
【１６進】  １Ｂ  ０Ｆ 
【パラメーター】  なし 
【解説】 
・ＳＩに同じです。 
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DC2 縮小の解除 

【ＡＳＣＩＩ】  ＤＣ２ 
【１０進】  １８ 
【１６進】  １２ 
【パラメーター】  なし 
【解説】 
・ＳＩで指定された縮小を解除します。 
 
 
DC 4 自動解除付き倍幅拡大の解除 

【ＡＳＣＩＩ】  ＤＣ４ 
【１０進】  ２０ 
【１６進】  １４ 
【パラメーター】  なし 
【解説】 
・ＥＳＣ ＳＯ、ＳＯ、ＦＳ ＳＯによる倍幅拡大を解除します。 
 
 
ESC - アンダーライン指定/解除 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  － ｎ 
【１０進】  ２７ ４５ ｎ 
【１６進】  １Ｂ ２Ｄ ｎ 
【パラメーター】  ｎ＝０，１ または ４８，４９ 
【解説】 
・アンダーライン(下線)の指定と解除を行います。 
・ｎ＝１または４９("1")のとき、アンダーラインを指定します。 
・ｎ＝０または４８("0")のとき、アンダーラインを解除します。 
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ESC ! 一括指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  ！ ｎ 
【１０進】  ２７ ３３ ｎ 
【１６進】  １Ｂ ２１ ｎ 
【パラメーター】  ０≦ｎ≦２５５ 
【解説】 
・各種の印字モードを組み合わせて指定します。 

ビット 7 6 5 4 3 2 1 0

１のとき ｱ ﾝ ﾀﾞｰﾗｲﾝ イ タ リ ッ ク 倍 幅 拡 大 縦 倍 拡 大 強 調 縮 小 ﾌﾟﾛﾎﾟｰｼｮﾅﾙ １２ｃｐｉ

０のとき 解除 解除 解除 解除 解除 解除 解除 １０ｃｐｉ

 
ESC SP ＡＮＫ文字のスペース量設定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  ＳＰ ｎ 
【１０進】  ２７  ３２ ｎ 
【１６進】  １Ｂ  ２０ ｎ 
【パラメーター】  ０≦ｎ≦１２７ 
【解説】 
・文字間のスペース量を設定します。 
 
ESC X 英数カナ文字サイズ指定  

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  Ｘ ｍ ｎＬ ｎＨ 
【１０進】  ２７ ８８ ｍ ｎＬ ｎＨ 
【１６進】  １B ５８ ｍ ｎＬ ｎＨ 
【パラメーター】  文字幅  ：ｍの値については関知しない。 

文字サイズ：ビットマップフォント 
      ｎＬ＝１６，２４，３２ 

  ｎＨ＝０   の時のみ有効です。 
  アウトラインフォント 
  ｎL＝３３，３８，４２，４６，５０，５８，６７，７５， 
  ｎL＝８３，９２，１００，１１７，１３３，１５０， 
  ｎL＝１６７，２００，２３３ 
  ｎH＝０ 
  ｎL＝１１，４４，７７，１１１，１４４ 
  ｎH＝１   の時のみ有効です。 
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【解説】 
・このコマンドはサイズを変更する目的だけに使用します。 
・アウトラインモードは存在しません。 

・文字幅は設定できません。 

・文字サイズをｎ＝ｎＬ＋ｎＨ＊２５６ドットに設定します。 

・縦横同じサイズです。 

・ビットマップフォント ｎ＝１６、２４、３２で有効です。 
アウトラインフォント ｎ＝３３，３８，４２，４６，５０，５８，６７，７５，８３，

９２，１００，１１７，１３３，１５０，１６７，２００，２３３，２６７，３００，

３３３，３６７，４００で有効です。 

・拡大指定、縮小指定、英数カナ文字スペース量設定（ＳＯ、ＥＳＣ Ｗ、ＥＳＣ ！、

ＥＳＣ ＳＰ）の設定は引き続き有効で、これらのコマンドも有効です。 
・文字サイズの初期値は MW-170 の場合は２４ドット 

MW-270 の場合は３２ドット 
 
【例】２４ドットフォントの ＡＢＣ と ５０ドットフォントの ＤＥＦ。 
   コード 
    ＥＳＣ ｋ ００ｈ 

ＥＳＣ Ｘ ００ｈ １８ｈ ００ｈ ＡＢＣ 
ＥＳＣ ｋ ０８ｈ 
ＥＳＣ Ｘ ００ｈ ３２ｈ ００ｈ ＤＥＦ ＦＦ 

   印字結果 

     ＡＢＣＤＥＦ 
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改行量コマンド 

 
ESC 0 １／８インチ改行量設定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  ０ 
【１０進】  ２７ ４８ 
【１６進】  １Ｂ ３０ 
【パラメーター】  なし 
【解説】 
・改行量を１／８インチ(約 0.32cm)に設定します。 
 
 
ESC 2 １／６インチ改行量設定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  ２ 
【１０進】  ２７ ５０ 
【１６進】  １Ｂ ３２ 
【パラメーター】  なし 
【解説】 
・改行量を１／６インチ(約 0.42cm)に設定します。 
 
 
ESC 3 最小単位の改行量設定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  ３ ｎ 
【１０進】  ２７ ５１ ｎ 
【１６進】  １Ｂ ３３ ｎ 
【パラメーター】  ０≦ｎ≦２５５ 
【解説】 
・改行量を 1 行あたりｎ／３００インチに設定します。 
 
ESC A ｎ／６０インチ改行量設定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  Ａ ｎ 
【１０進】  ２７  ６５ ｎ 
【１６進】  １Ｂ  ４１ ｎ 
【パラメーター】  ０≦ｎ≦２５５ 
【解説】 
・改行量をｎ／６０インチに設定します。 
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水平方向移動コマンド 

 
ESC l 左マージン設定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ   ｌ  ｎ 

【１０進】  ２７ １０８  ｎ 

【１６進】  １Ｂ  ６Ｃ ｎ 
【パラメーター】  ０≦ｎ≦２５５ 

         ０≦左マージン＜右マージン 

【解説】 

・左端から（設定時の文字幅＊ｎ）の位置を左マージン位置とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ESC Q 右マージン設定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ   Ｑ  ｎ 

【１０進】  ２７  ８１  ｎ 

【１６進】  １Ｂ  ５１ ｎ 
【パラメーター】  １≦ｎ≦２５５ 

         左マージン＜設定時の文字幅＊ｎ≦印字可能領域 

【解説】 

・左端から（設定時の文字幅＊ｎ）の位置を右マージン位置とします。 

・MW-170 

1≦（文字幅＊ｎ）≦816 の範囲（ランドスケープ設定時、1≦（文字幅＊ｎ）≦1180）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 

印字領域 非印字領域 非印字領域 

左マージン設定 

右マージン設定 

左端 左マージン位置 右マージン位置 

 

印字可能領域 

例、左マージン＝５桁、右マージン＝１４桁 

桁 
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MW-270 
1≦（文字幅＊ｎ）≦1152 の範囲（ランドスケープ設定時、1≦（文字幅＊ｎ）≦1660） 

この範囲を超える設定は無視されます。 

 

CR 印字復帰 

【ＡＳＣＩＩ】  ＣＲ 
【１０進】  １３ 
【１６進】  ０Ｄ 
【パラメーター】  なし 
【解説】 
・改行します。 
 
ESC D 水平タブ位置設定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  Ｄ ［ｎ］ｋ ＮＵＬ 
【１０進】  ２７ ６８ ［ｎ］ｋ ０ 
【１６進】  １Ｂ ４４ ［ｎ］ｋ ００ｈ 
【パラメーター】  １≦ｎ≦２５５ 
   ０≦ｋ≦３２ 
【解説】 
・水平タブ位置を左マージン位置から（設定時の文字幅＊ｎ桁）の位置に設定します。 
・ｎは小さい順に入力して、ＮＵＬで設定を終了させます。 
・ｎが前の値より小さい場合はタブ設定が終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 

非印字領域 

ＨＴコード 

左端 左マージン位置 右マージン位置 

印字可能領域 

例、左マージン＝３桁、右マージン＝１５桁 に設定後、 
  水平タブを５桁、１０桁に設定し、ＨＴを実行した場合 

桁 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

タブ位置 タブ位置 

ＨＴコード 

非印字領域 
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HT 水平タブの実行 

【ＡＳＣＩＩ】  ＨＴ 
【１０進】  ９ 
【１６進】  ０９ 
【パラメーター】  なし 
【解説】 
・水平方向の印字位置をＨＴを入力した位置から最も近い右側の水平タブ位置へ移動しま

す。 
 
ESC $ 絶対水平位置指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  ＄ ｎ１ ｎ２ 
【１０進】  ２７ ３６ ｎ１ ｎ２ 
【１６進】  １Ｂ ２４ ｎ１ ｎ２ 
【パラメーター】  ０≦ｎ１≦２５５ ，０≦ｎ２≦２５５ 
【解説】 
・次のデータの印字位置をドット数で絶対位置指定します。 
・ｎ１、ｎ２は左マージンからのドット数を示します。（ドット数=ｎ１＋２５６＊ｎ２） 
・MW-170 

ｎ１、ｎ２によって指定できるドット数の最大値はポートレート設定８１５ドット、ラ

ンドスケープ設定１１７９ドットになります。 
・MW-270 

ｎ１、ｎ２によって指定できるドット数の最大値はポートレート設定１１５１ドット、

ランドスケープ設定１６５９ドットになります。 
・左寄せの時にのみ有効です。 
 
ESC \ 相対水平位置指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  ￥ ｎ１ ｎ２  
【１０進】  ２７ ９２ ｎ１ ｎ２  
【１６進】  １Ｂ ５Ｃ ｎ１ ｎ２  
【パラメーター】  ０≦ｎ１≦２５５，０≦ｎ２≦２５５ 
【解説】 
・水平方向の印字位置をドット数により現在位置からの相対位置として指定します。 
・ｎ１、ｎ２は現在位置からのドット数を示します。（ドット数=ｎ１＋２５６＊ｎ２） 
・左方向へ移動する場合の指定値は２の補数で表し、具体的には次式により求めます。 

ｎ１＋ｎ２＊２５６＝６５５３６－実際の移動量 
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ESC a 位置揃えの設定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  ａ ｎ 
【１０進】  ２７ ９７ ｎ 
【１６進】  １Ｂ ６１ ｎ 
【パラメーター】  ０≦ｎ≦３ または “０”≦ｎ≦“３” 
【解説】 
・以後のデータをｎの値により以下の位置揃えを行い印字します。 

ｎ＝０の時、左寄せの指定 
ｎ＝１の時、中央寄せの指定 
ｎ＝２の時、右寄せの指定 
ｎ＝３には、非対応。 
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垂直方向移動コマンド 

 
LF 改行 

【ＡＳＣＩＩ】  ＬＦ 
【１０進】  １０ 
【１６進】  ０Ａ 
【パラメーター】  なし 
【解説】 
・改行します。 
 
 
FF 改ページ 

【ＡＳＣＩＩ】  ＦＦ 
【１０進】  1２ 
【１６進】  ０Ｃ 
【パラメーター】  なし 
【解説】 
・印刷を開始します。 
・これ以前に入力された文字およびコマンドに基づいて印刷した後は、テキストを全てク

リアします。（ＥＳＣ ＠ と同じ） 
 
 
ESC J 順方向紙送り実行 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  Ｊ ｎ 
【１０進】  ２７  ７４  ｎ 
【１６進】  １Ｂ  ４Ａ  ｎ 
【パラメーター】  ０≦ｎ≦２５５ 
【解説】 
・現在の行の入力を終了し、垂直方向の印字位置をｎ／３００インチ（＝１ドット）順方

向に移動します。 
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ESC B 垂直タブ位置設定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  Ｂ ［ｎ］ｋ ＮＵＬ 
【１０進】  ２７ ６６ ［ｎ］ｋ ０ 
【１６進】  １Ｂ ４２ ［ｎ］ｋ ００ｈ 
【パラメーター】  １≦ｎ≦２５５ 
   ０≦ｋ≦１６ 
【解説】 
・垂直タブ位置を上マージン位置から（設定時の改行量＊ｎ）の位置に設定します。 
・ｎは小さい順に入力して、ＮＵＬで設定を終了させます。 
・ｎが前の値より小さい場合はタブ設定が終了します。 



 36 

 
VＴ  VT 垂直タブの実行 

【ＡＳＣＩＩ】  ＶＴ 
【１０進】  １１ 
【１６進】  ０Ｂ 
【パラメーター】  なし 
【解説】 
・印字位置はＶＴを入力した位置から最も近い下側の垂直タブ位置へ移動します。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

ＶＴコード 

タブ位置 

タブ位置 

タブ位置 

17 

18 

行 

ＡＢＣＤ 

EfghijkL 

Abcdefg 

ABCDEFG 

あいうえお 

ＶＴコード 

ＶＴコード 

改行量 

例、垂直タブを６、１１、１５行に設定し、ＶＴを実行しながら入力した場合 
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ESC ( V 絶対垂直位置指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ （  Ｖ  ｎＬ ｎＨ ｍＬ ｍＨ 
【１０進】  ２７ ４０ ８６ ｎＬ ｎＨ ｍＬ ｍＨ 
【１６進】  １Ｂ ２８ ５６ ｎＬ ｎＨ ｍＬ ｍＨ 
【パラメーター】  ｎＬ＝２ 
   ｎＨ＝０ 

０≦ｍＬ≦２５５ 
０≦ｍＨ≦１２７ 

【解説】 
・垂直方向の印字位置を、上マージン位置からの絶対位置として指定します。 

垂直位置＝ｍＬ＋ｍＨ＊２５６＋上マージン 
 
ESC ( v 相対垂直位置指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ （  ｖ   ｎＬ ｎＨ ｍＬ ｍＨ 
【１０進】  ２７ ４０ １１８ ｎＬ ｎＨ ｍＬ ｍＨ 
【１６進】  １Ｂ ２８ ７６  ｎＬ ｎＨ ｍＬ ｍＨ 
【パラメーター】  ｎＬ＝２ 
   ｎＨ＝０ 

０≦ｍＬ≦２５５ 
０≦ｍＨ≦１２７ 
－１６３８４≦（ｍＬ＋ｍＨ＊２５６）≦１６３８３ 

【解説】 
・垂直方向の印字位置を、現在位置からの相対位置として指定します。 

移動後の垂直位置＝ｍＬ＋ｍＨ＊２５６＋現在位置 
・上方向に移動する場合の指定値は２の補数で表し、具体的には次式で求めます。 

ｍＬ＋ｍＨ＊２５６＝６５５３６－実際の移動量 
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用紙書式 

 
ESC ( c ページフォーマット設定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  （  ｃ ｎＬ ｎＨ ｔＬ ｔＨ ｂＬ ｂＨ 
【１０進】  ２７  ４０ ９９ ｎＬ ｎＨ ｔＬ ｔＨ ｂＬ ｂＨ 
【１６進】  １Ｂ  ２８ ６３ ｎＬ ｎＨ ｔＬ ｔＨ ｂＬ ｂＨ 
【パラメーター】   ｎＬ＝４、ｎＨ＝０ 
   （ｔＬ＋ｔＨ＊２５６）＜（ｂＬ＋ｂＨ＊２５６） 

 上マージン＜下マージン 
【解説】 
・MW-170 の場合 

Ａ７用紙専用で、物理的な印字可能領域は縦１１８０ドット＊横８１６ドットです。 
・MW-270 の場合 

Ａ６用紙専用で、物理的な印字可能領域は縦１６６０ドット＊横１１５２ドットです。 
 
上マージン、下マージンは物理的な印字可能領域の上端を基準として、１／３００イン

チ（＝１ドット）単位で設定します。 
（左マージン、右マージンは物理的な印字可能領域の左端が基準） 
  上マージン＝ｔＬ＋ｔＨ＊２５６ 
  下マージン＝ｂＬ＋ｂＨ＊２５６ 

・これ以前のテキストの内容はクリアされます。 
 
プリンター制御コマンド 

 

ESC @ 初期化 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  ＠ 
【１０進】  ２７  ６４ 
【１６進】  １Ｂ  ４０ 
【パラメーター】  なし 
【解説】 
・各種設定を初期値に戻します。 
・ランドスケープの設定は解除します。 
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グラフィックコマンド 

 

ESC * ビットイメージ選択 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  ＊ ｍ ｎ１ ｎ２ ｄａｔａ 
【１０進】  ２７  ４２ ｍ ｎ１ ｎ２ ｄａｔａ 
【１６進】  １Ｂ  ２Ａ ｍ ｎ１ ｎ２ ｄａｔａ 
【パラメーター】  ｍ＝０，１，２，３，４，６，３２，３３，３８，３９，４０ 

※７１，※７２，※７３ 
   ０≦ｎ１≦２５５， ０≦ｎ２≦１１ 
  ｄａｔａには、 
   ｍ＝０，１，２，３，４，６の時、   ｎ１＋ｎ２＊２５６ ｂｙｔｅ 
   ｍ＝３２，３３，３８，３９，４０の時、（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊３ ｂｙｔｅ 
   ｍ＝７１，７２，７３の時、     （ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊６ ｂｙｔｅ 

のイメージデータがきます。 
【解説】 
・ビットイメージをｍの値によって選択し、出力します。 
・ｎ１，ｎ２はドットポジション数を表します。 
   ｎ１： ドットポジション数を２５６で割った余り。 
   ｎ２： ドットポジション数を２５６で割った商。 

M 横のドット密度 縦のドット密度 横ドットの解像度 縦ドットの解像度 

0 ６０ＤＰＩ ６０ＤＰＩ ６／３００インチ ６／３００インチ 

1 １２０ＤＰＩ ６０ＤＰＩ ３／３００インチ ６／３００インチ 

2 １２０ＤＰＩ ６０ＤＰＩ ３／３００インチ ６／３００インチ 

3 ２４０ＤＰＩ ６０ＤＰＩ ２／３００インチ ６／３００インチ 

4 ８０ＤＰＩ ６０ＤＰＩ ４／３００インチ ６／３００インチ 

6 ９０ＤＰＩ ６０ＤＰＩ ４／３００インチ ６／３００インチ 

32 ６０ＤＰＩ １８０ＤＰＩ ６／３００インチ ２／３００インチ 

33 １２０ＤＰＩ １８０ＤＰＩ ３／３００インチ ２／３００インチ 

38 ９０ＤＰＩ １８０ＤＰＩ ４／３００インチ ２／３００インチ 

39 １８０ＤＰＩ １８０ＤＰＩ ２／３００インチ ２／３００インチ 

40 ３６０ＤＰＩ １８０ＤＰＩ １／３００インチ ２／３００インチ 

71 １８０ＤＰＩ ３６０ＤＰＩ ２／３００インチ １／３００インチ 

72 ３６０ＤＰＩ ３６０ＤＰＩ １／３００インチ １／３００インチ 

73 ３６０ＤＰＩ ３６０ＤＰＩ １／３００インチ １／３００インチ 

・横に隣り合うドットの省略はしません。 
・（制限事項）このコマンドは最大６３個まで使用出来ます。 
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・ｍ＝０，１，２，３，４，６の場合 
 
・ｎ１、ｎ２はドットポジション数を表します。次のように数値を設定してください。 
   ｎ１: ドットボジション数を２５６で割った余り 
   ｎ２: ドットポジション数を２５６で割った商 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ｄａｔａは先ずは以下のように一列に並べます｡ 
 
 
 
 
 
 
 
 
・イメージデータ１ドットは、ｍの値により下記のように拡大されます。 
 
 
 
 
 
・その結果、イメージは、ｍの値により下記のサイズとなります。 
     ｍ＝０  縦４８ドット×横（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊６ドット 
     ｍ＝１  縦４８ドット×横（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊３ドット 
     ｍ＝２  縦４８ドット×横（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊３ドット 
     ｍ＝３  縦４８ドット×横（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊２ドット 
     ｍ＝４  縦４８ドット×横（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊４ドット 
     ｍ＝６  縦４８ドット×横（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊４ドット 

B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0 

イメージデータとドットの関係 

１
ｂ
ｙ
ｔ
ｅ 

１
ｂ
ｙ
ｔ
ｅ 

１
ｂ
ｙ
ｔ
ｅ 

１
ｂ
ｙ
ｔ
ｅ 

… 

１
ｂ
ｙ
ｔ
ｅ 

１
ｂ
ｙ
ｔ
ｅ 

ｎ１＋ｎ２＊２５６ ｂｙｔｅ 

MSB 

LSM 

ｍ＝０ ｍ＝１ ｍ＝２ ｍ＝３ ｍ＝４ ｍ＝６ 
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ｍ＝３２，３３，３８，３９，４０の場合 
 
・ｎ１、ｎ２はドットポジション数を表します。次のように数値を設定してください。 
   ｎ１: ドットボジション数を２５６で割った余り 
   ｎ２: ドットポジション数を２５６で割った商 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ｄａｔａは先ずは以下のように三列に並べます｡ 
 
 
 
 
 
 
 

B
7 

B
6 

B
5 

B
4 

B
3 

B
2 

B
1 

B
0 

1byte 

1byte 

1byte 

1byte 

… 

1byte 

1byte 

（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊３ ｂｙｔｅ 

MSB 

LSM 
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B
2 

B
1 

B
0 

・ ・ ・ ・ ・ 

・ 
・ 
・ 

・ 
1byte 

1byte 

1byte 

1byte 

… 

1byte 

1byte 

MSB 

LSM 

1byte 

1byte 

1byte 

1byte 

… 

1byte 

1byte 

MSB 

LSM 

第１ｂｙｔｅ 第２ｂｙｔｅ 第３ｂｙｔｅ 

イメージデータとドットの関係 
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・イメージデータ１ドットは、ｍの値により下記のように拡大されます。 
 
 
 
・その結果、イメージは、ｍの値により下記のサイズとなります。 
     ｍ＝３２  縦４８ドット×横（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊６ドット 
     ｍ＝３３  縦４８ドット×横（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊３ドット 
     ｍ＝３８  縦４８ドット×横（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊４ドット 
     ｍ＝３９  縦４８ドット×横（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊２ドット 
     ｍ＝４０  縦４８ドット×横（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊１ドット 
 
ｍ＝７１，７２，７３ の場合 
・ｎ１、ｎ２はドットポジション数を表します。次のように数値を設定してください。 
   ｎ１: ドットボジション数を２５６で割った余り 
   ｎ２: ドットポジション数を２５６で割った商 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｍ＝３２ ｍ＝３３ ｍ＝３８ ｍ＝３９ ｍ＝４０ 

B
7 

B
6 

B
5 

B
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B
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B
2 
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B
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B
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B
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B
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B
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B
2 

B
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B
0 
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B
5 

B
4 

B
3 

B
2 
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1 

B
0 

・ ・ ・ ・ ・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

第１ｂｙｔｅ 第２～５ｂｙｔｅ 第 6ｂｙｔｅ 

イメージデータとドットの関係 
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・ｄａｔａは先ずは以下のように６列に並べます｡ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・イメージデータ１ドットは、ｍの値により下記のように拡大されます。 
 
 
 
・その結果、イメージは、ｍの値により下記のサイズとなります。 
     ｍ＝７１  縦４８ドット×横（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊２ドット 
     ｍ＝７２  縦４８ドット×横（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊１ドット 
     ｍ＝７３  縦４８ドット×横（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊１ドット 
 
 
 
 

 

1byte 

1byte 

1byte 

1byte 

… 

1byte 

1byte 

（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊ 6ｂｙｔｅ 

MSB 

LSM 

1byte 

1byte 

1byte 

1byte 

… 

1byte 

1byte 

MSB 

LSM 

1byte 

1byte 

1byte 

1byte 

… 

1byte 

1byte 

MSB 

LSM 

1byte 

1byte 

1byte 

1byte 

… 

1byte 

1byte 
MSB 

LSM 

1byte 

1byte 

1byte 

1byte 

… 
1byte 

1byte 

MSB 

LSM 

1byte 

1byte 

1byte 

1byte 
… 

1byte 

1byte 

MSB 

LSM 

ｍ＝71 ｍ＝72 ｍ＝73 
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ESC K ８ドット単密度ビットイメージ 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  Ｋ ｎ１ ｎ２ ｄａｔａ 
【１０進】  ２７  ７５ ｎ１ ｎ２ ｄａｔａ 
【１６進】  １Ｂ  ４Ｂ ｎ１ ｎ２ ｄａｔａ 
【パラメーター】  ０≦ｎ１≦２５５、０≦ｎ１≦２５５ 
【解説】 
ｎ１・ｎ２によって定められたドットボシション数の８ドット単密度ビットイメージ印字

を指定します。 
・ｎ１、ｎ２はドットポジション数を表します．次のように数値を設定してください。 
   ｎ１: ドットボジション数を２５６で割った余り 
   ｎ２: ドットポジション数を２５６で割った商 
 
ESC L ８ドット倍密度ビットイメージ 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  Ｌ ｎ１ ｎ２ ｄａｔａ 
【１０進】  ２７  ７６ ｎ１ ｎ２ ｄａｔａ 
【１６進】  １Ｂ  ４Ｃ ｎ１ ｎ２ ｄａｔａ 
【パラメーター】   ０≦ｎ１≦２５５、０≦ｎ２≦３ 
【解説】 
ｎ１・ｎ２によって定められたドットポジション数の８ドット倍密度ビットイメージ印字

を指定します。 
・ｎ１、ｎ２の指定はＥＳＣ Ｋと同様です。 
 
 
ESC Y ８ドット倍速度倍密度ビットイメージ 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  Ｙ ｎ１ ｎ２ ｄａｔａ 
【１０進】  ２７  ８９ ｎ１ ｎ２ ｄａｔａ 
【１６進】  １Ｂ  ５９ ｎ１ ｎ２ ｄａｔａ 
【パラメーター】  ０≦ｎ１≦２５５、０≦ｎ２≦３ 
【解説】 
・８ドット倍密度ビットイメージと同じです。 
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ESC Z ８ドット４倍密度ビットイメージ 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  Ｚ ｎ１ ｎ２ ｄａｔａ 
【１０進】  ２７  ９０ ｎ１ ｎ２ ｄａｔａ 
【１６進】  １Ｂ  ５Ａ ｎ１ ｎ２ ｄａｔａ 
【パラメーター】  ０≦ｎ１≦２５５、０≦ｎ２≦７ 
【解説】 
ｎ１・ｎ２によって定められたドットポジション数の８ドット倍密度ビットイメージ印字

を指定します。 
・ｎ１、ｎ２の指定はＥＳＣ Ｋと同様です。 
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漢字コマンド 

 

漢字モードでの文字コードは、第２水準までのＪＩＳとシフトＪＩＳコードが使用可能で

す。 

 
FS & 漢字モード指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＦＳ  ＆ 
【１０進】  ２８ ３８ 
【１６進】  １Ｃ ２６ 
【パラメーター】  なし 
【解説】 
・漢字モードの指定を行います。 
・漢字は２ｂｙｔｅのコードで表され、第１バイト、第２バイトの順に入力します。 
 
FS . 漢字モード解除 

【ＡＳＣＩＩ】  ＦＳ  ． 
【１０進】  ２８ ４６ 
【１６進】  １Ｃ ２Ｅ 
【パラメーター】  なし 
【解説】 
・漢字モードを解除します。 
 
FS D 半角文字縦書き２文字印字 

【ＡＳＣＩＩ】  ＦＳ  Ｄ   ｄ１ ｄ２ ｄ３ ｄ４ 

【１０進】  ２８  ６８  ｄ１ ｄ２ ｄ３ ｄ４ 

【１６進】  １Ｃ  ４４  ｄ１ ｄ２ ｄ３ ｄ４ 

【パラメーター】  ｄ１、ｄ２は左側に印字する漢字コードを表し、ｄ１は第１バ

イト、 

ｄ２は第２バイトを表します。 

ｄ３、ｄ４は右側に印字する漢字コードを表し、ｄ３は第１バイト、 

ｄ４は第２バイトを表します。 

【解説】 

・縦書き指定時、全角文字の幅にｄ１からｄ４で指定する漢字２文字を印字します。 
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FS J 縦書き指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＦＳ  Ｊ 

【１０進】  ２８  ７４ 

【１６進】  １Ｃ  ４Ａ 

【パラメーター】  なし 

【解説】 

・以後の漢字を縦書きで印刷します。 

 

 
FS K 横書き指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＦＳ  Ｋ 

【１０進】  ２８  ７５ 

【１６進】  １Ｃ  ４Ｂ 

【パラメーター】  なし 

【解説】 

・以後の漢字を横書きで印刷します。 

 

 
FS S 全角文字のスペース量設定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＦＳ  Ｓ ｎ１ ｎ２ 
【１０進】  ２８ ８３ ｎ１ ｎ２ 
【１６進】  １Ｃ ５３ ｎ１ ｎ２ 
【パラメーター】  ０≦ｎ１≦１２７ 
   ０≦ｎ２≦１２７ 
【解説】 
・全角文字の左右スペース量を設定します。 
・ｎ１、ｎ２はドット数を示し、文字の左側にｎ１ドット、右側にｎ２ドットのスペース

を各文字毎に確保します。 
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FS T 半角文字のスペース量設定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＦＳ  Ｔ ｎ１ ｎ２ 
【１０進】  ２８ ８４ ｎ１ ｎ２ 
【１６進】  １Ｃ ５４ ｎ１ ｎ２ 
【パラメーター】  ０≦ｎ１≦１２７ 
   ０≦ｎ２≦１２７ 
【解説】 
・半角文字の左右スペース量を設定します。 
・ｎ１、ｎ２はドット数を示し、文字の左側にｎ１ドット、右側にｎ２ドットのスペース

を各文字毎に確保します。 
 
FS U 半角文字間スペース補正 

【ＡＳＣＩＩ】  ＦＳ  Ｕ 
【１０進】  ２８ ８５ 
【１６進】  １Ｃ ５５ 
【パラメーター】  なし 
【解説】 
・半角文字の左右スペース量をｎ１、ｎ２とした時、ｎ２に対し、１文字おきに＋１ドッ

トの補正を行います。 
 
 
FS V 半角文字間スペース補正の解除 

【ＡＳＣＩＩ】  ＦＳ  Ｖ 
【１０進】  ２８ ８６ 
【１６進】  １Ｃ ５６ 
【パラメーター】  なし 
【解説】 
・半角文字スペース量の補正の解除を行います。 
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FS W ４倍角文字選択 

【ＡＳＣＩＩ】  ＦＳ   Ｗ ｎ 

【１０進】  ２８  ８７ ｎ 

【１６進】  １Ｃ  ５７ ｎ 

【パラメーター】  ｎ＝０，１ または ４８，４９ 

【解説】 

・４倍角文字を指定／解除します。 

   ｎ＝１、４９のとき、４倍角文字を指定します。 

ｎ＝０、４８のとき、４倍角文字を解除します。 

 

 
FS Y 漢字サイズ指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＦＳ  Ｙ ｍＬ ｍＨ ｎＬ ｎＨ ｐＬ ｐＨ 
【１０進】  ２８ ８９ ｍＬ ｍＨ ｎＬ ｎＨ ｐＬ ｐＨ 
【１６進】  １Ｃ ５９ ｍＬ ｍＨ ｎＬ ｎＨ ｐＬ ｐＨ 
※【パラメーター】   文字間隔  ：ｍＬ、ｍＨの値については関知しません。 

文字サイズ（縦） ：ビットマップフォント 
ｎＬ＝１６、２４、３２ドット 
ｎＨ＝０   の時のみ有効です。 
アウトラインフォント 

     ｎL＝３３，３８，４２，４６，５０，５８，６７， 
     ｎL＝７５，８３，９２，１００，１１７，１３３，  

  ｎL＝１５０，１６７，２００，２３３ 
     ｎH＝０ 
     ｎL＝１１，４４，７７，１１１，１４４ 

 ｎH＝１   の時のみ有効です。 
  縦横比は（１：１）として扱い、縦のサイズで表します。 
  文字サイズ（横） ：ｐＬ、ｐＨの値については関知しません。 
【解説】 
・漢字の文字サイズをｎ＝ｎＬ＋ｎＨ＊２５６ドットに設定します。 

・縦横同じサイズです。 
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FS r １／４角文字指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＦＳ   ｒ ｎ 

【１０進】  ２８ １１４ ｎ 

【１６進】  １Ｃ  ７２ ｎ 

【パラメーター】  ｎ＝０，１ または ４８，４９ 

【解説】 

・１／４角文字を指定します。 

・ｎは通常の印字に対する１／４角文字の印字位置を示します。 

   ｎ＝０のとき、上側に印字します。 

ｎ＝１のとき、下側に印字します。 

 

FS - 漢字アンダーライン設定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＦＳ  － ｎ 
【１０進】  ２８ ４５ ｎ 
【１６進】  １Ｃ ２Ｄ ｎ 
【パラメーター】  ｎ＝０，１，２，３，４ 
【解説】 
・アンダーライン(下線)の指定と解除を行います。 
・ｎ＝４のとき、４ドット幅のアンダーラインを指定します。 
・ｎ＝３のとき、３ドット幅のアンダーラインを指定します。 
・ｎ＝２のとき、２ドット幅のアンダーラインを指定します。 
・ｎ＝１のとき、１ドット幅のアンダーラインを指定します。 
・ｎ＝０のとき、アンダーラインを解除します。 
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FS ! 漢字印字モードの設定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＦＳ  ！ ｎ 
【１０進】  ２８ ３３ ｎ 
【１６進】  １Ｃ ２１ ｎ 
【パラメーター】  ０≦ｎ≦２５６ 
【解説】 
・漢字印字モードの設定を行います。 

ビッ ト 7 6 5 4 3 2 1 0
１ のとき ｱﾝﾀﾞ ﾗーｲﾝ イタ リ ッ ク 下付1/4角 1/4角 縦倍拡大 倍幅拡大 半角 縦書き
０ のとき 解除 解除 上付1/4角 解除 解除 解除 解除 横書き  

 

 

FS SI 半角文字指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＦＳ ＳＩ 
【１０進】  ２８ １５ 
【１６進】  １Ｃ ０Ｆ 
【パラメーター】  なし 
【解説】 
・以後の漢字を半角で印字します。 
 

 

FS DC2 半角文字解除 

【ＡＳＣＩＩ】  ＦＳ ＤＣ２ 
【１０進】  ２８ １８ 
【１６進】  １Ｃ １２ 
【パラメーター】  なし 
【解説】 
・ＦＳ ＳＩによる半角指定を解除します。 
・このコードは、ＦＳ ｒによる１／４角文字指定も解除します。 
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FS SO 自動解除付き倍角文字指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＦＳ  ＳＯ 
【１０進】  ２８  １４ 

【１６進】  １Ｃ  ０Ｅ 

【パラメーター】  なし 

【解説】 

・以後の文字を倍角文字で印字します。 

・このモードは、CR、ＥＳＣ ＄、ＥＳＣ ￥、ＥＳＣ（ Ｖ、ＥＳＣ（ ｖによって解除さ

れます。 
 
FS DC4 自動解除付き倍角文字の解除 

【ＡＳＣＩＩ】  ＦＳ  ＤＣ４ 

【１０進】  ２８  ２０ 

【１６進】  １Ｃ  １４ 

【パラメーター】  なし 

【解説】 

・ＥＳＣ ＳＯ、ＳＯ、ＦＳ ＳＯコードによる倍角文字（＝倍幅拡大）を解除します。 
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拡張コマンド 

 
ESC ｉ B バーコード 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  ｉ ［ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ］ Ｂ or ｂ ［ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾃﾞｰﾀ］ ﾊﾞｯｸｽﾗｯｼｭ 
【１０進】    ２７ １０５ ［ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ］ ６６ or ９８ ［ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾃﾞｰﾀ］ ９２ 
【１６進】    １Ｂ  ６９ ［ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ］ ４２ or ６２ ［ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾃﾞｰﾀ］ ５Ｃ 
【パラメーター】    
 Ｔ or ｔ （ｔｙｐｅ） 
  ｔ０ ：ＣＯＤＥ３９ 
  ｔ１ ：ＩＮＴＥＲＬＥＡＶＥＤ ２ ＯＦ ５ 
  ｔ５ ：ＥＡＮ－８，ＥＡＮ－１３，ＵＰＣ－Ａ 
  ｔ６ ：ＵＰＣ－Ｅ 
  ｔ９ ：ＣＯＤＡＢＡＲ 
  ｔａ ：ＣＯＤＥ１２８  
  ｔｂ ：ＥＡＮ１２８ 
 ｓ （ｓｔｙｌｅ） 無視 
 ｐ （ｎｕｍｂｅｒ ｏｆ ｐａｓｓｅｓ） 無視 
 Ｒ or ｒ （下部文字） 
  ｒ０ ：ＯＦＦ 
  ｒ１ ：ＯＮ 
 ｕ （ｕｎｉｔｓ ｏｆ ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ） 無視 
 ｘ （ｈｏｒｉｚｏｎｔａｌ ｐｏｓｉｔｉｏｎ） 無視 
 ｙ （ｖｅｒｔｉｃａｌ ｏｆｆｓｅｔ） 無視 
 ｈ （高さのサイズ） 

ｈ ｎ１ ｎ２ 
高さ＝ｎ１＋ｎ２＊２５６ （ドット） 
４８≦高さ≦４８０ 
高さ＜４８ の時は 高さ＝４８ 
高さ＞４８０ の時は 高さ＝４８０ 

とします。 
 ｗ （横幅のサイズ） 
  ｗ０ ：ｅｘｔｒａ ｓｍａｌｌ 
  ｗ１ ：ｓｍａｌｌ 
  ｗ２ ：ｍｅｄｉｕｍ 
  ｗ３ ：ｌａｒｇｅ 
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 ｗ４ ：ｅｘｔｒａ ｅｘｔｒａ ｓｍａｌｌ 
Ｅ or ｅ （括弧削除） 

  ｅ０ ：ＯＮ 
  ｅ１ ：ＯＦＦ 
 パラメーターの数字の０～９は、００Ｈ～０９Ｈ、３０Ｈ～３９Ｈ共に認識する。 

パラメーター type の a,b は大文字でも認識する。 
パラメーターの括弧削除はＥＡＮ１２８選択時のみ有効である。 
他のＴＹＰＥを選択した場合はこのパラメーターは無視される。 

 ｔｙｐｅコマンドがない時、無効ｔｙｐｅコマンドの時はＣＯＤＥ３９にします。 
 各規格毎の入力文字数は以下の通りです。 

ｔ０： ２～１９文字 
ｔ１： ３～２２文字 
ｔ５： ７文字（EAN-8）、１２文字（EAN-13）１１文字（UPC-A） 
ｔ６： ６文字 
ｔ９： ４～２２文字（先頭と終了は A、B、C、D のいづれか） 
ｔａ： １～５４文字 
ｔｂ： １～５２文字 

 Ｂ or ｂ  ：バーコードデータの先頭 
 ［バーコードデータ］：バーコードのデータ 

 ？ （ｇｅｎｅｒａｔｅ ｃｈｅｃｋｄｉｇｉｔ） 
バーコードデータの中に？が有る時にチェックデジットを生成します。 
バーコードデータの中であれば、？の位置は問いません。 
ＣＯＤＥ１２８,ＥＡＮ１２８ではチェックデジットの設定がありません。 
？を挿入すると？がバーコードデータとして扱われます。 

バックスラッシュ ：バーコードデータの最後 
[ 規格が CODE39 , INTERLEAVED 2 OF 5 , EAN-8 , EAN-13 ,  
UPC-A , UPC-E , CODABAR の場合 ] 
EＳＣ  ｉ  ［パラメーター］  Ｂ or ｂ  ［バーコードデータ］  ＼ 
[ 規格が CODE128,EAN128 の場合 ] 
ＥＳＣ  ｉ  ［パラメーター］  Ｂ or ｂ  ［バーコードデータ］  ＼＼＼ 

【解説】 
・バーコードイメージを指定します。 
・右マージンを越える部分は無視されます。 
・チェックデジットはバーコードデータを使って自動的に生成するので、チェックデジッ

トの値をバーコードデータとしては送りません。バーコードデータの長さもチェックし

ている為、チェックデジットのデータがあると正しく認識されません。 



 55 

・各規格で、横幅のサイズｗの値をｅｘｔｒａ ｓｍａｌｌ以外で設定した時、媒体の横

幅がオーバーする可能性があり、その時は印刷をしません。 
・ＣＯＤＥ１２８の最大入力文字数５４とＥＡＮ１２８の最大入力文字数５２は 
数字のみで構成された場合の文字数で、数字以外が文字列に存在すると入力出来ます。 
文字数が減少します。 

・ＣＯＤＥ１２８／ＥＡＮ１２８の入力可能文字は、フルアスキー１２８文字と特殊コー

ド（ＦＮＣ１，ＦＮＣ２，ＦＮＣ３，ＦＮＣ４）です。 
 特殊コードの割り当てコード 

ＦＮＣ１： ８６Ｈ 
           ＦＮＣ２： ８１Ｈ 
           ＦＮＣ３： ８０Ｈ 
           ＦＮＣ４： ８４Ｈ 
・ＣＯＤＥ１２８／ＥＡＮ１２８の下部文字において、制御コードと特殊コードはスペー

スとして印字されます。 
・横幅サイズの、ｅｘｔｒａ ｅｘｔｒａ ｓｍａｌｌは、ＣＯＤＥ１２８／ＥＡＮ１２

８のみ有効です。 
・横幅サイズが、ｅｘｔｒａ ｅｘｔｒａ ｓｍａｌｌの時、下部文字を印刷しません。 
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ESC ｉ Q 二次元バーコード・ＱＲコード制御  

 
【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  ｉ     Ｑ    or    ｑ     ｄａｔａ 
【１０進】    ２７  １０５    ８１  or   １１３  ｄａｔａ 
【１６進】    １B   ６９     ５１   or  ７１   ｄａｔａ 
 
・フォーマット 
    ＥＳＣ  ｉ  Ｑ or ｑ   ［パラメーター］  ［バーコードデータ］  ＼＼＼ 
                       ①              ②              ③  
① パラメーター   

一次元バーコードと異なり、上から順に全てのパラメーターを設定する必要がありま

す。それぞれのパラメーターにおいて指定外の数値が入力された場合にはそのパラメータ

ーはデフォルト値が設定されます。 
 
１.セルサイズ 
[10 進 1byte]  3 
[10 進 1byte]  4 
[10 進 1byte]  6 
[10 進 1byte]  8 

１セル辺りのドットサイズを設定します。 
１セル辺り 3dot で印字します。 （デフォルト値） 
１セル辺り 4dot で印字します。 
１セル辺り 6dot で印字します。 
１セル辺り 8dot で印字します。 

 

２.シンボルタイプ 
[10 進 1byte]   1 
[10 進 1byte]   2 
[10 進 1byte]   3 

 
ＭＯＤＥＬ１ 
ＭＯＤＥＬ２              （デフォルト値） 
マイクロＱＲ 

 

３.連結設定 
[10 進 1byte]   0 
[10 進 1byte]   1 

 
連結しません         （デフォルト値） 
連結します 

 

４.コード番号   
[10 進 1byte]  １～16 

 
連結します QR コードが何番めか示します 

 

５.分割数   
[10 進 1byte]  2～16 

 
連結します QR コードの総数を示します 

 

６.パリティデータ 
[16 進 1byte] 00～FF 

全ての印字データ（分割前の印字データ）をバイト単位

で EX-OR を取った値  
 

７.誤り訂正レベル 
[10 進 1byte]   1 
[10 進 1byte]   2 
[10 進 1byte]   3 
[10 進 1byte]   4 

 
高密度レベル L    ７％ 
標準レベル Ｍ １５％ （デフォルト値） 
高信頼度レベル Ｑ  ２５％ 
超高信頼度レベル Ｈ ３０％ 

 

８.データ入力方法 
[10 進 1byte]0 
[10 進 1byte]1 
 

 
ＡＵＴＯ入力        （デフォルト値） 
マニュアル入力 

数字,英数字,漢字,バイナリを選択します。 
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◆ 補足 ＱＲ Code 連結設定とは 
ＱＲコードでは連結設定があります。 
長い文字列を ２個  ～ １６個の範囲内で分割して印字する事が可能です。 

   ESC/P コマンドでは分割数の分だけ入力する必要があります。 
      例えば３個に分割する場合には以下の様になります。 

ＥＳＣ  ｉ  Ｑ or ｑ   ［１個目のパラメーター］  ［１個目のバーコードデータ］  ＼＼＼ 

ＥＳＣ  ｉ  Ｑ or ｑ   ［２個目のパラメーター］  ［２個目のバーコードデータ］  ＼＼＼ 

ＥＳＣ  ｉ  Ｑ or ｑ   ［３個目のパラメーター］  ［３個目のバーコードデータ］  ＼＼＼ 

 
  ３.連結設定で分割するかしないか決定します。分割しない場合は０を入力してくださ

い。 
  分割しない場合は４.コード番号,５.分割数, ６.パリティデータの値は無視されます 
  ので、これらにはダミーで０を入力してください。 
  4.コード番号はその QR Code の ESC/P コマンドが何番目であるかを示しています。 
  例えば分割数を４として２番目ならば２となりますし、４番目ならば４となります。 
  ５.分割数は分割数の個数を入力します。 
  ６.パリティデータは全ての印字データ（分割前の印字データ）をバイト単位で 

EX-OR を取った値です。 この値は分割した QR Code ESC/P コマンドに同じ値 
を入力する事により互いが連結しているコードであることを示すものとなっています。 

     
  バイト単位で EX-OR とは  

バイト単位で排他的論理和[ XOR ]を順にとっていきます。 
  例えば文字列 “1234” だと１６進にすると 0x31,0x32,0x33,0x34 となります。 
   0x31  と  0x32 の XOR  0011 0001 ^=  0011 0010 結果 0000 0011   ( 0x03 ) 
  0x03 と  0x33 の XOR   0000 0011 ^=  0011 0011  結果 0011 0000   ( 0x30 ) 
    0x30  と  0x34 の XOR   0011 0000 ^=  0011 0100  結果 0000 0100   ( 0x04 ) 
    従ってパリティは   0x04 となります。 
  注意：このパリティデータ値が間違っていると正しいＱＲ Code が生成されません。 
 
まとめ 

文字列  “123456789”  をセルサイズ 4dot, MODEL2  ,誤り訂正レベルは標準, 
データ入力は AUTO 入力の条件で 

印字 
・連結なし 
 ESC  i Q 0x04  0x02  0x00  0x00  0x00  0x00  0x02  0x00  “123456789” ＼＼＼ 
・連結あり [３個に分割]   (文字列 123456789 のパリティは 0x31 となります ) 

ESC  i Q 0x04  0x02  0x01  0x01  0x03  0x31  0x02  0x00  “123” ＼＼＼ 
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ESC  i Q 0x04  0x02  0x01  0x02  0x03  0x31  0x02  0x00  “456” ＼＼＼ 
ESC  i Q 0x04  0x02  0x01  0x03  0x03  0x31  0x02  0x00  “789” ＼＼＼ 

 
②［バーコードデータ］：バーコードのデータ 
パラメーターの 8.データ入力方法でマニュアル設定を選択した場合、バーコードデータの 
前に以下の半角英文字が必要です。 
  数字入力の場合には    N or  n 
  英数字入力の場合には   A or  a 

 漢字入力の場合には    K or  k 
  バイナリ入力の場合には B  or b + ４桁の数字文字列 
  ４桁の数字文字列で実際に入力するバイナリ文字数を指定します。 
  例えばバイナリ１２文字入力ならば 
  B  0012 ( 0x30,0x30,0x31,0x32 ) となります。 
 
＜例＞ 
１.漢字の場合 
ESC  i  Q   [ 他のパラメーター ]  １  K 漢字入力します＼＼＼ 
2.英数字の場合 
ESC  i  Q   [ 他のパラメーター ]  １  A012345678abcde＼＼＼ 
3.バイナリの場合  
ESC  i  Q   [ 他のパラメーター ]  １  B0005#####   ＼＼＼ 
 
入力可能なバーコードデータ数はモデルタイプや入力種類により異なります。 
ＭＯＤＥＬ１：英数字 707 字 ,数字 1167 字 ,バイナリ 486byte ,漢字 299 文字 
ＭＯＤＥＬ２：英数字 4296 字 ,数字 7089 字 ,バイナリ 2953byte ,漢字 1817 文字  
マイクロＱＲ：英数字 21 字 ,数字 35 字 ,バイナリ 15byte ,漢字 9 文字  
※補足 この入力可能文字数は誤り訂正レベルが高密度レベル L  ７％ のものであり 
標準レベル以上で設定した場合、入力出来る文字数が減少する場合があります。 
また高密度レベル L で設定した場合でも入力情報の内容によっては圧縮処理の関係上、 
入力出来る文字数が減少する場合があります。  
 
③  ＼＼＼：バーコードの最後 
   二次元バーコードでは３個とする。 
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ESC ｉ V 二次元バーコード・ＰＤＦ４１７制御  

 
【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  ｉ     Ｖ    or    ｖ     ｄａｔａ 
【１０進】    ２７  １０５    ８６  or   １１８  ｄａｔａ 
【１６進】    １B   ６９     ５６   or  ７６   ｄａｔａ 
 
・フォーマット 
    ＥＳＣ  ｉ  Ｖ or ｖ   ［パラメーター］  ［バーコードデータ］  ＼＼＼ 
                       ①              ②              ③  
① パラメーター 

一次元バーコードと異なり、上から順に全てのパラメーターを設定する必要がありま

す。それぞれのパラメーターにおいて指定外の数値が入力された場合にはそのパラメータ

ーはデフォルト値が設定されます。 
１.セルサイズ 
[10 進 1byte]  3 
[10 進 1byte]  4 
[10 進 1byte]  6 
[10 進 1byte]  8 

１セル辺りのドットサイズを設定します。 
１セル辺り 3dot で印字します。 （デフォルト値） 
１セル辺り 4dot で印字します。 
１セル辺り 6dot で印字します。 
１セル辺り 8dot で印字します。 

 

２.シンボルタイプ 
[10 進 1byte]   0 
[10 進 1byte]   1 

 
スタンダード  （デフォルト値） 
トランケート 

 

３.データ入力方法 
[10 進 1byte]   0 
[10 進 1byte]   1 

 
ＡＵＴＯ入力  （デフォルト値） 
バイナリ入力 

 

４. エラー修正能力・種類 
[10 進 1byte]  0 
[10 進 1byte]   1 

 
レベル入力設定   （デフォルト値） 
パーセント入力設定 

 

５. エラー修正能力・値 
レベル入力選択時 

[10 進 2byte] 0 ～ 8 
パーセント入力選択時 

[10 進 2byte]  0 ～ 400 

 
 
レベルを入力   (デフォルト値は０) 
 
パーセントを入力 (デフォルト値は 1０) 

 

６.シンボルサイズＸ指定 
[10 進 1byte] 0 
[10 進 1byte] 1 ～ 30 

 
ＡＵＴＯ設定   （デフォルト値） 
マニュアル設定 

 

７.シンボルサイズＹ指定 
[10 進 1byte] 0 
[10 進 1byte] 3 ～ 90 

 
ＡＵＴＯ設定   （デフォルト値） 
マニュアル設定 

 

８.アスペクト値 
[10 進 2byte] 1 ～ 1000 
 

 
アスペクト値入力。 本来は 0.01～10.0 だが小数点入力が 
不可の為、100 倍入力としている。 
デフォルト値は 50 (実際の値は 0.5) 
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※補足 
・シンボルサイズＸ指定もしくはシンボルサイズＹ指定をマニュアル入力すると 
アスペクト値の設定が無視されます。 

・シンボルサイズＸ指定もしくはシンボルサイズＹ指定をマニュアル入力すると 
条件によってはバーコードが生成されなかったり、読取りができないバーコードが 
生成される場合があります。 

・大きいセルサイズと高いエラー修正能力の組み合わせで設定した場合、 
印字バッファーオーバーの為印字出来ない可能性があります。 

 
②［バーコードデータ］：バーコードのデータ 
入力可能なバーコードデータ数は以下の通りです。 
英数字 1850 字 ,数字 2710 字 ,バイナリ 1108byte  
・漢字入力も出来ますが、バイナリとして扱われます。 
 
※補足 
この入力可能な文字数はエラー修正能力が最低レベルの設定時のものであり、 
エラー修正能力の値によって入力可能文字数が減少する場合があります。 
また最低レベルで設定した場合でも入力情報の内容によっては圧縮処理の関係上、 
入力出来る文字数が減少する場合があります。  
 
③  ＼＼＼：バーコードの最後 

二次元バーコードでは３個とします。 
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ESC ｉ D 二次元バーコード・DataMatrix 制御  

 
【ＡＳＣＩＩ】 ＥＳＣ ｉ    Ｄ   ｏｒ   ｄ    ｄａｔａ 
【１０進】   ２７  １０５  ６８  ｏｒ   １００  ｄａｔａ 
【１６進】   １Ｂ  ６９   ４４  ｏｒ   ６４   ｄａｔａ 
 
・ フォーマット 

ＥＳＣ ｉ Ｄ ｏｒ ｄ 〔パラメーター〕〔バーコードデータ〕 ＼＼＼ 
                ①       ②             ③ 

 
① パラメーター 

一次元バーコードと異なり、上から順に全てのパラメーターを設定する必要がありま

す。それぞれのパラメーターにおいて指定外の数値が入力された場合にはそのパラメ

ーターはデフォルト値が設定されます。 
 
１.セルサイズ 
[10 進 1byte]  3 
[10 進 1byte]  4 
[10 進 1byte]  5 
[10 進 1byte]  6 
[10 進 1byte]  8 
[10 進 1byte]  10 

１セル辺りのドットサイズを設定します。 
１セル辺り 3dot で印字する。 （デフォルト値） 
１セル辺り 4dot で印字する。 
１セル辺り 5dot で印字する。 
１セル辺り 6dot で印字する。 
１セル辺り 8dot で印字する。 
１セル辺り 10dot で印字する。 

 

２.シンボルタイプ 
[10 進 1byte]  0 
[10 進 1byte]  1 

 
ＥＣＣ２００正方形       （デフォルト値） 
ＥＣＣ２００長方形 

 

３.縦サイズ 
 
[10 進 1byte] 0 
[10 進 1byte] 10 
[10 進 1byte] 12 
[10 進 1byte] 14 
[10 進 1byte] 16 
[10 進 1byte] 18 
[10 進 1byte] 20 
[10 進 1byte] 22 
[10 進 1byte] 24 
[10 進 1byte] 26 
[10 進 1byte] 32 
[10 進 1byte] 36 
[10 進 1byte] 40 
[10 進 1byte] 44 
[10 進 1byte] 48 

 
●ＥＣＣ２００正方形 
縦のセル数 ＡＵＴＯ      （デフォルト値） 
縦のセル数 １０セル 
縦のセル数 １２セル 
縦のセル数 １４セル 
縦のセル数 １６セル 
縦のセル数 １８セル 
縦のセル数 ２０セル 
縦のセル数 ２２セル 
縦のセル数 ２４セル 
縦のセル数 ２６セル 
縦のセル数 ３２セル 
縦のセル数 ３６セル 
縦のセル数 ４０セル 
縦のセル数 ４４セル 
縦のセル数 ４８セル 
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[10 進 1byte] 52 
[10 進 1byte] 64 
[10 進 1byte] 72 
[10 進 1byte] 80 
[10 進 1byte] 88 
[10 進 1byte] 96 
[10 進 1byte] 104 
[10 進 1byte] 120 
[10 進 1byte] 132 
[10 進 1byte] 144 
 
 
[10 進 1byte] 0 
[10 進 1byte] 8 
[10 進 1byte] 12 
[10 進 1byte] 16 

縦のセル数 ５２セル 
縦のセル数 ６４セル 
縦のセル数 ７２セル 
縦のセル数 ８０セル 
縦のセル数 ８８セル 
縦のセル数 ９６セル 
縦のセル数 １０４セル 
縦のセル数 １２０セル 
縦のセル数 １３２セル 
縦のセル数 １４４セル 
 
●ＥＣＣ２００長方形 
縦のセル数 ＡＵＴＯ           （デフォルト値） 
縦のセル数 ８セル 
縦のセル数 １２セル 
縦のセル数 １６セル 

４.横サイズ 
 
[10 進 1byte]  x 
 
 
 
[10 進 1byte] 0 
 
[10 進 1byte] 18 
[10 進 1byte] 32 
 
[10 進 1byte] 26 
[10 進 1byte] 36 
 
 
[10 進 1byte] 36 
[10 進 1byte] 48 

 
●ＥＣＣ２００正方形 
横のセル数 縦サイズと同じ値(x) 
 
●ＥＣＣ２００長方形 
①縦サイズがＡＵＴＯの場合 
横のセル数 ＡＵＴＯ     （デフォルト値） 
②縦サイズが８セルの場合 
横のセル数 １８セル 
横のセル数 ３２セル 
③縦サイズが１２セルの場合 
横のセル数 ２６セル 
横のセル数 ３６セル 
 
④縦サイズが１６セルの場合 
横のセル数 ３６セル 
横のセル数 ４８セル 

 

5.予約 
[10 進 1byte]×５  0 

 
ダミーデータ０を、５バイト分送ります 

 

 
※補足 
ＥＣＣ２００正方形で、縦サイズが指定外の値を設定した場合は、ＡＵＴＯ設定に変換さ

れます。横サイズと、縦サイズに異なる値を設定した場合は、縦サイズと同じ値に変換さ

れます。 
ＥＣＣ２００長方形で、縦サイズまたは横サイズのどちらかが、指定外の値を設定した場

合は、ＡＵＴＯ設定になります。 
 
②〔バーコードデータ〕：バーコードのデータ 
 入力可能なバーコード最大データ数は以下の通りです。 
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 英数字２３３５字、数字３１１６桁、バイナリ 1556byte 
 
※ 補足 
この入力可能な文字数は、縦×横セルの最大の設定時（144 セル×144 セル）のものであり、

設定によって入力可能文字数が減少します。 
 
③＼＼＼：バーコードの最後 
 二次元バーコードでは３個とします。 
 
 
入力例 
セルサイズが３ドットで、シンボルタイプがＥＣＣ正方形４０×４０で、データが、“１２

３４５”の場合、コマンドは以下のようになります。 
ESC iD 03h 00h 28h(40d) 28h 00h 00h 00h 00h 00h “12345”  ＼＼＼ 
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ESC ｉ F ダウンロードデータプリント 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  ｉ  Ｆ  Ｐ ｎ 
【１０進】    ２７ １０５ ７０ ８０ ｎ 
【１６進】    １Ｂ  ６９ ４６ ５０ ｎ 
【パラメーター】 
 ｎ ：ファイルヘッダのインデックス 
 ０≦ｎ≦９８ 
【解説】 
・ダウンロードデータをイメージデータとしてプリントバッファーに展開します。 
 
ESC ｉ a コマンドモード切替 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  ｉ  ａ ｎ 
【１０進】    ２７ １０５ ９７ ｎ 
【１６進】    １Ｂ  ６９ ６１ ｎ 
【パラメーター】 
 ｎ ：コマンドモード 
  ０＝ＥＳＣ／Ｐ 
  １＝ラスターグラフィック 
  ３＝P-touch Template  
【解説】 
ＥＳＣ／ＰとＰＴＣＢＰ（ラスターグラフィック）と P-touch Templateのコマンドモー

ドを設定します。 
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ESC ｉ S プリンターステータス要求 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  ｉ  Ｓ 
【１０進】    ２７ １０５ ８３ 
【１６進】    １Ｂ  ６９ ５３ 
【パラメーター】 なし 
【解説】 
・プリンターステータスを要求します。 
 
 
ESC ｉ Ｌ ランドスケープ設定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  ｉ  Ｌ ｎ 
【１０進】    ２７ １０５ ７６ ｎ 
【１６進】    １Ｂ  ６９ ４Ｃ ｎ 
【パラメーター】 ｎ＝０，１ または ４８，４９ 

【解説】 
・ランドスケープ（横置き）の指定と解除を行います。 
・ｎ＝１または４９("1")のとき、ランドスケープを指定します。 
・ｎ＝０または４８("0")のとき、ランドスケープを解除します。 
・このコマンドを実行すると初期化をしてからランドスケープの設定を行いますので、テ

キストは全てクリアしてしまいます。 
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異体字一覧 

漢字コード表の 0x7821～0x787E、0x7921～0x793D の文字コードには、以下の異体字

を割り当てています。 
 

 +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +A +B +C +D +E +F 
0x7820                 
0x7830                 
0x7840                 
0x7850                 
0x7860                 
0x7870                 
0x7920                 
0x7930                 
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